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人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来

● 今月の表紙
優勝の行方はアンカー勝負（第 34 回丹後ブロック中学校駅伝競走大会／５面に関連記事）
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Close UpClose Up
クローズアップ

中学生最後の夏を駆け抜けた！　全国・近畿の舞台で熱い戦いを繰り広げた与
謝野町の中学生アスリートたち。その活躍をクローズアップします。

中学生たちの 熱い夏。
第 51 回全日本中学校陸上選手権大会
男子共通 走高跳　出場

〔8/17 ～ 20　福井県営陸上競技場（9.98 スタジアム）〕

松
ま つ ば ら

原 志
し

勇
ゅ う

さん（江陽中３年）

　中学校入学時から競技を始
め、スピード練習や映像を使っ
た動作分析などで理想のフォー
ムを追及してきた松原さん。７
月の全日本中学校通信陸上競技
大会で京都府中学校新記録とな
る２m を記録し、念願の全国
大会への出場権を獲得。同月の
京都府大会では２年連続の優勝
を果たしましたが、近畿大会で

は「感覚がわからなくなり記録
が伸ばせず、悔しい思いをした」
と振り返ります。
　感覚を修正して挑んだ全国大
会は、「優勝」と「中学生記録
２m06cm の更新」を目標に掲
げ挑戦。一人だけ１m94cm を
成功させ、みごと全国優勝を果
たしました。「記録には満足し
ていないが、優勝できてうれし

全国優勝 !!

第 51 回全日本中学校陸上選手権大会
男子３年 100m　出場

〔8/17 ～ 20　福井県営陸上競技場（9.98 スタジアム）〕

佐
さ こ

古 奏
か な

翔
と

さん（江陽中３年）

中学校入学時から陸上を始
め、短距離をメインに挑戦し
てきた佐古さん。７月の大会
で 11 秒 05 を記録し、全国
大会への出場権を獲得。また、
同月の京都府大会では 200m

で優勝するなど、府内でも指折りの短距離選手
に。初の全国大会を「悔しい思いをした」と振
り返り、「高校ではインターハイで活躍できる
ように頑張りたい」と抱負を話してくれました。

第 51 回全日本中学校陸上選手権大会
男子共通 走幅跳　出場

〔8/17 ～ 20　福井県営陸上競技場（9.98 スタジアム）〕

森
も り が き

垣 耀
あ い る

色琉さん（江陽中３年）

中学校入学時から競技を始
め、スピード練習や動作分析
などで記録を伸ばしてきた森
垣さん。７月の京都府大会で
全国大会参加標準記録を超え
る６m57cm を記録し優勝。

初の全国大会を「ともて緊張したけど、楽しむ
気持ちで挑戦できた」と振り返ります。11 月
上旬の中学校生活最後の大会に向けて「楽しん
で優勝をめざします」と話してくれました。

第 73 回近畿中学校総合体育大会 陸上競技の部
男子共通　円盤投　第６位

（8/6 ～ 7　たけびしスタジアム京都）

田
た

中
な か

 榛
し ん

さん（江陽中３年）

陸上競技部の顧問の先生にす
すめられ、本格的に練習を始
めた田中さん。京都府大会で
は自己新記録で優勝を果た
し、近畿大会への出場を手に
しました。近畿大会では、自

己ベスト更新とはなりませんでしたが、強豪相
手にみごと６位入賞。「高校でも競技を続け、
京都ユースを制してインターハイに出場！」と
力強く目標を話してくれました。

第 73 回近畿中学校総合体育大会 卓球の部
女子個人戦　出場

（8/6 ～ 7　島津アリーナ）

小
お

谷
だ に

 優
ゆ な

奈さん（江陽中３年）

中学校入学時から、近畿大会
に出場を目標に練習を積み重
ねてきた小谷さん。京都府大
会では接戦をものにしてベス
ト４に入り、初の近畿大会出
場を手にしました。迎えた近

畿大会では緊張とカットを得意とする相手に苦
戦し、惜しくも初戦敗退となりました。「高校
でも競技を続け、練習を積み重ねて結果を残し
ていきたい」と目標を話してくれました。

かった。高校では走高跳も含め
て、自分にあった競技を見つけ
たい」と、どこまでも貪欲な姿
勢をみせます。今後の松原さん
の活躍にご注目ください！

※ 写真はご家族および関係者からの提供
①／全国大会の舞台「9.98 スタジアム」　
②／京都府大会優勝後の記念撮影（左から森垣さん、
松原さん、佐古歩翔さん、佐古奏翔さん）
③／円盤投げの試技に挑む田中さん
④／松原さんの走り高跳び
⑤／スタンドに向かって喜びを見せる森垣さん　
⑥／京都府大会の 200 ｍで優勝した佐古奏翔 
さん（左から２番目）

①

⑥

④

⑤

③

②
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まちの  話題話題 お届けします

● よさの SUNSUN フェスタ

よさのの食と職を知る

　与謝野町内の企業や飲食店、警察、
消防署などの物販・展示・体験ブース

が出店した「よさの SUNSUN フェスタ」が、
おのえメモリアルホールかやなどで開催され、
多くの親子連れでにぎわいました。
　「買う・見る・食べる・体験する」をテーマ
に開催されたイベント。瓦をドライバーを使い
固定する体験では、子どもたちが職人に教わり
ながら真剣な眼差しで体験していました。

28
9

真剣な顔つきで瓦の設置を体験する子ども

● きものでぶらり♪ちりめん街道

着物で趣のある町並みをぶらり

　秋晴れの下、ちりめん街道一帯にお
いて秋の恒例イベント「きものでぶら

り♪ちりめん街道」が開催されました。
　街道沿いの店舗や家屋などを活用した物販・
展示・体験などが出店した「街道市」、優雅に
散策が楽しめる「人力車乗車体験」などが行な
われ、多くの着物姿の方や家族連れの来場者で
にぎわいをみせていました。また、国重要文化
財の指定を受けた旧尾藤家住宅では「きもの

13
10

着物姿の来場者でにぎわうちりめん街道

● 第 40 回日中悠久平和祈願祭

平和への祈りを捧げる

　京都府日本中国友好協会による「平
和祈願祭」が、道の駅シルクのまちか

や内の友好之碑周辺で開催されました。
　太平洋戦争中、大江山ニッケル鉱山へ強制連
行された中国人のうち 12 人が過酷な労働の下
で帰らぬ人となりました。祈願祭では、与謝野
町日本中国友好協会の江

え

原
ば ら

英
ひ で

樹
き

理事長が碑前に
捧げる詞

ことば

を読み上げられるなど、出席者らで不
戦と友好への思いを再確認しました。

29
9

「碑前に捧げる詞」を述べる江原さん

フルート四重奏コンサート

フォトサービス」が行なわれ、着物姿を記念に
残す姿も見られました。　
　さらに、関連イベントとして京都市立芸術大
学の在学生による「フルート四重奏コンサート

（旧加悦町役場庁舎）」、「ミニＳＬ乗車体験（旧
加悦鉄道加悦駅
舎）」なども行
なわれ、子ども
から大人までが
楽しめる一日と
なりました。　

先頭あらそいを繰り広げる
橋立中（左）と加悦中（右）

仲間たちの思いをたすきに込めて

　阿蘇シーサイドパーク内を周回する
「第６回阿蘇・天橋立小学生駅伝競走

大会」が開催されました。
　５区間（約 6.4 ㎞）で競われた本大会には、
宮津市・伊根町・与謝野町の小学校13校が出場。
雨が降りしきる中、自校のたすきを胸にスター
トした選手たちは、学校の仲間や保護者から大
きな声援を背に、たすきをつなぎながらゴール
をめざしました。レースは、３区で先頭に立っ
た市場小学校がそのまま逃げ切り、優勝のゴー
ルテープを切りました。
　また、峰山総合公園では園内を周回する「第
34 回丹後ブロック中学校駅伝競走大会」が開
催され、丹後地域の 12 の中学校が出場。各校
の選手たちは仲間や家族らの声援を受けなが
ら、高低差のあるコースを懸命に駆け抜けまし
た。なお、本大会で入賞を果たした加悦中学校

（男子１位、女子４位）、江陽中学校（女子３
位）、橋立中学校（男子２位、女子１位）が 11
月 10 日に丹波自然運動公園で開催予定の「京
都府中学生駅伝競走大会」に出場します。

● 第６回阿蘇・天橋立小学生駅伝競走大会
● 第 34 回丹後ブロック中学校駅伝競走大会

19
10

勢いよくスタートする１区の選手たち

● 金色蚕糸神祭

感謝と織物業界の繁栄を祈願

　実相寺（加悦）において、養蚕・生糸・
織物の守護神の金

こ ん じ き

色蚕
さ ん

糸
し

神
じ ん

に感謝と織
物業界の繁栄を祈願する「金色蚕糸神祭」が厳
かに執り行われました。
　毎年秋、ちりめん街道のイベントに合わせて
開催され、織物事業者、商工会や丹後織物工業
組合などから約 20 人が参列。参列者らは、蚕
の供養と与謝野町をはじめとする丹後地域の織
物業界のさらなる発展の願いました。

実相寺の本堂で執り行われた金色蚕糸神祭

13
10

● 与謝野町地域安全パレード

犯罪のない明るいまちをめざして

　全国地域安全運動期間（10 月 11 日
～ 20 日）にあわせて、与謝野町防犯

推進協議会による「与謝野町地域安全パレード」
が、役場加悦庁舎で開催されました。
　パレードは、カラーガード隊を先頭に府警音
楽隊による演奏に合わせて、役場加悦庁舎を出
発して防犯を呼びかけながら行進。行進後は、
音楽隊による演奏やパトカー展示などが行なわ
れ、安全と防犯を考える一日となりました。

役場加悦庁舎を出発してちりめん街道に向かうパレード

13
10

子どもに大人気ミニＳＬ乗車体験

人力車乗車の記念に撮影

たすきを受け取り走り出す
江陽中の選手
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第 14 回与謝野町駅伝競走大会

王座奪還！ 市場が 12 回目の優勝

Photo
Report

　10 月６日、旧与謝保育園をスタートし、
岩滝体育館をゴールとする「第 14 回与謝野
町駅伝競走大会」が開催され、選手たちは沿
道から多くの声援を受けながら各区のたすき
をつなぎゴールをめざしました。
　本大会には、町内の旧小学校区から11チー
ム（オープン参加を含む）が参加。レースは、
第１区で好スタートを切った市場Ａが中盤で
２位と１分以上引き離すも、終盤、昨年優勝
の岩滝と初優勝を狙う山田が猛追。第 10 区
で３チームの差が 13 秒差に縮まるも、市場
Ａが粘りを見せ、２年ぶり 12 回目の優勝を
果たしました。１区で区間新記録の快走をみ
せた安田悠記さん（市場小６年）は「区間賞
を目標に走りました。チームが優勝してうれ
しかった」と笑顔で話してくれました。

※ 記録の詳細は、与謝野町ス
ポーツ協会（☎ 46-6006）ま
でお問い合わせください

①／旧与謝保育園前をスタートする小学生たち　②／大勢の人が待つゴールに飛び込む加悦チームのアンカー
③／第３中継所でたすき受け取り走り出す岩屋チーム　④／第５中継所に向けてラストスパートをかける山田

（左）と市場Ｂ（中央）の選手　⑤／第３中継所でたすき受け取り走り出す与謝チーム　⑥⑦／第８中継所で
たすき受け取り走り出す石川チームと三河内チーム　⑧／ゴールをめざしラストスパートする岩滝チーム

まちの  話題話題 お届けします

● 第 75 回丹後織物求評会

伝統と革新の融合が織りなす美

　丹後織物工業組合特設会場におい
て、「第 75 回丹後織物求評会　― 丹

後織物の挑戦と加速 ―」が開催され、170 点
を超える作品が会場を彩りました。
　本求評会は、「表地部門」「裏地部門」「小物
部門」「先染部門」「テキスタイル部門」の 5
部門に分けて審査。９賞 11 点の入賞作品が選
出され、株式会社一色テキスタイル（岩滝）が
製作した「意匠縫取帯揚シルクモール縫（小物

組合員機業 28 業者から出品された作品が展示された会場

● BIG こふんまるしぇ祭り

1000 人を超える来場者でにぎわう

　秋晴れの下、与謝野町立古墳公園に
おいて「BIG こふんまるしぇ祭り」が

開催され、家族連れなど多くの来場者でにぎわ
いました。
　同園内の芝生広場には、地元を中心に 20 を
超える飲食や物販ブースが出店。また、ワーク
ショップや体験、ライブ演奏、子どもたちのダ
ンスステージが行なわれるなど、たくさんの笑
顔があふれるイベントとなりました。

多くの来場者でにぎわう芝生広場

16
10

優勝を果たした市場チームの選手・関係者の皆さん

大大 果果結結会会

②

①

⑥⑦⑧

④ ③

⑤

（「新」は新記録、「同」は同タイム、敬称略）

● チーム順位
優　勝
２　位
３　位
４　位
５　位
６　位
７　位
８　位
オープン

オープン

オープン

市場Ａ
岩滝
山田
加悦
三河内
桑飼
与謝
石川
市場Ｂ
加悦桑飼
岩屋

新

新

新

● 区間賞

新

新

新

同

１区

２区

３区

４区

〃

５区

６区

７区

８区

９区

10 区

11 区

12 区

安
や す

田
だ

 悠
は る

記
き

（市場 A）

山
や ま う ち

内 大
だ い す け

助（市場 A）

三
み

上
か み

 優
ゆ め

芽（市場 B）

福
ふ く

井
い

 那
と も

（市場 A）

高
た か お か

岡 愛
あ い

衣（岩滝）

安
や す

見
み

 一
か ず の り

徳（山田）

松
ま つ

尾
お

 哲
あ き ひ ろ

裕（石川）

白
し ら

数
す

 正
ま さ ふ み

文（山田）

小
こ

池
い け

 千
せ ん

樹
じ ゅ

（山田）

荻
お ぎ

野
の

 こうめ（山田）

佐
さ さ き

々木 硯
け ん

太
た

郎
ろ う

（桑飼）

平
ひ ら

井
い

 迅
じ ん

（市場 A）

長
な が し ま

島 弘
ひ ろ あ き

晃（山田） 新

新

新

新

新

新

新

部門）」が栄えある経済産業大臣賞を受賞。同
社代表取締役の一

い っ し き

色直
な お

樹
き

さんは「シルク糸に
モールを織り込み生地にボリュームをもたせ、
目を引くデザインにした。近年、自社で織機を
整えものづくりをしている中で、このような賞
をいただき励みになる。今後もこの地場産業を
後世に残せるように努力したい」と、制作にい
たる経過と受賞の喜びなどを話してくれました。
　また、経済産業省製造産業局長賞を株式会社
山藤（テキスタイル部門）・江原産業株式会社（先
染部門）が、羽賀織物（裏地部門）が農林水産
省農産局長賞を受賞するなど、町内業者が９賞
のうち６賞（８点）を受賞しました。

● 近畿経済産業局長賞
● 株式会社ワタマサ（小物部門）
● 京都府知事賞
● PARANOMADO（テキスタイル部門）
● クスカ株式会社（小物部門）
● 京都織物卸商業組合理事長賞
● 有限会社梅徳機業場（小物部門）

丹後織物工業組合
ホームページ

その他の入賞作品（町内事業者のみ）

● 第 19 回ほくとしんきん杯両丹軟式野球選手権大会

岩滝少年野球クラブが初優勝

　９月 28 日・29 日、舞鶴市内で開催された「第
19 回ほくとしんきん杯両丹軟式野球選手権大
会」において、岩滝少年野球クラブが初の栄冠
を手にしました。本大会には、丹後・中丹地域
の予選を勝ち抜いた 6 チームが出場。準決勝
を突破し、向かえた決勝戦は京都府内でも強豪
で知られる余内少年野球クラブ（舞鶴市）と対
戦。初回に主砲のホームランで先制した１点を
堅守と継投で守り抜き、勝利を収めました。

優勝に笑顔がはじける岩滝少年野球クラブの選手たち（同クラブ提供）

20
10
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お
ら
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ま
し
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は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
展
示
会
場
と
い
う
空
間

で
写
真
作
品
を
見
て
「
こ
れ
っ
て
こ
の

辺
で
撮
っ
た
の
？
」「
こ
れ
旧
尾
藤
家

住
宅
の
中
？
」
と
い
う
良
い
ギ
ャ
ッ
プ

を
鑑
賞
者
が
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
、
第
三
者
の
視
点
を
体
験
で
き

る
今
回
の
展
覧
会
は
、
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

― 

ち
り
め
ん
街
道
に
つ
い
て 

　
丹
後
ち
り
め
ん
発
展
の
中
心
地
だ
っ

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
こ
の
地
域
が

一
朝
一
夕
で
で
き
た
の
で
は
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
と
「
風
光

明
媚び

な
場
所
だ
な
」
と
思
う
だ
け
で
通

写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

　
展
覧
会
開
催
に
向
け
、
８
月
～
９
月

に
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
パ
シ
ャ
パ

シ
ャ
丹
後 

－

は
た
織
り
と
共
に
あ
る

暮
ら
し
を
覗の

ぞ

く
」
を
実
施
。
は
た
織
り

と
共
に
歩
ん
で
き
た
町
並
み
や
暮
ら
し

を
学
ん
だ
あ
と
、
国
内
外
で
活
動
す
る

写
真
家
の
吉よ

し

田だ

亮あ
き
ひ
と人

さ
ん
か
ら
、
カ
メ

ラ
の
使
い
方
や
効
果
的
な
構
図
の
作
り

方
な
ど
を
教
わ
っ
た
参
加
者
が
、
旧
尾

藤
家
住
宅
や
ち
り
め
ん
街
道
な
ど
丹
後

地
域
を
巡
り
撮
影
し
ま
し
た
。
旧
尾
藤

家
住
宅
で
は
、
小
学
生
を
は
じ
め
幅
広

い
世
代
の
参
加
者
が
撮
影
し
た
写
真
に

加
え
、
吉
田
さ
ん
が
撮
影
し
た
丹
後
地

域
の
は
た
織
り
職
人
の
写
真
も
展
示
し

ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
講
師
を
務
め
た
吉
田
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
、
旧
尾
藤
家
住
宅
館
長
で
あ

り
、
ち
り
め
ん
街
道
を
守
り
育
て
る
会

会
長
の
池い

け

田だ

隆た
か
し

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

　

京
都

 

Ｒ
ｅ

‐Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
実
行
委
員
会
（
京
都
府
、

与
謝
野
町
ほ
か
）
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
目
線
や
表
現

を
と
お
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
見
つ
め
な
お
す
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
12
月
３
日
ま
で
旧
尾
藤
家
住
宅
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
展
覧
会
「
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
丹
後 

－

は
た
織
り
と
共と

も

に
あ
る
暮
ら
し
を
観み

る
」
を
丹
後
地
域

各
所
に
お
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。  

問　

産
業
観
光
課 

☎
４
３
・
９
０
１
２

り
過
ぎ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
そ
こ
に
関

わ
っ
た
方
の
話
、
尾
藤
家
を
興
し
た
方

た
ち
の
話
、
蔵
の
中
の
昔
の
映
像
や
モ

ノ
な
ど
、
長
い
時
間
軸
で
見
て
い
く
と

見
え
方
が
層
に
な
り
、
写
真
を
撮
る
に

し
て
も
目
の
付
け
所
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
ち
り
め
ん
街
道
を
歩
く
だ
け
で
、

時
間
の
積
み
重
ね
を
感
じ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

― 

展
示
に
つ
い
て 

　
ま
ず
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

の
方
が
見
に
来
ら
れ
、
自
分
が
撮
っ
た

写
真
が
特
別
な
空
間
で
展
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
こ
か
ら
家
族
や
友
達
な
ど
、
誰
か
と

来
て
も
ら
い
、
次
の
方
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。
そ
し
て
、 

教
え
て
も
ら
っ
た

方
が
違
う
誰
か
を
連
れ
て
き
て
く
れ

る
。
展
示
を
観
る
と
い
う
こ
と
は
、
一

種
の
対
話
で
す
。
隣
に
誰
か
が
い
る
と

「
こ
れ
ど
う
思
う
？
」
と
会
話
が
弾
み
、

そ
し
て
最
後
に
「
丹
後
っ
て
え
え
と
こ

や
な
」
に
、
終
着
す
る
と
い
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
誰
か
と
一
緒
に
来

て
く
だ
さ
い
。

― 

写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て 

　
参
加
者
の
方
か
ら
の
「
こ
ん
な
に
も

世
界
の
見
方
が
変
わ
っ
て
、
今
日
は
す

ご
く
良
い
１
日
だ
っ
た
」
と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
写
真
を
撮
る
と
い
う
意
識

で
１
日
を
過
ご
す
こ
と
は
、
モ
ノ
の
見

方
を
大
き
く
変
え
る
と
感
じ
ま
し
た
。

 

― 

地
域
の
人
の
感
じ
方 

　
今
回
の
参
加
者
は
地
元
の
方
が
多
く

想
像
の
中
に
身
を
置
い
て
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
か
つ

て
の
時
代
に
行
っ
て
み
た
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

 

吉
田
亮
人

加悦奥川沿いの柳を撮影する参加者と吉田さん（中央）

● よしだ あきひと ／ 写真家（左）
  
1980 年宮崎県生まれ。京都市在住。
滋賀大学教育学部卒業後、2010 年から写真家として活動を開始。
広告や雑誌を中心に活動するとともに、個人的な出来事や問題、記
憶から出発した作品を多数制作。日経ナショナルジオグラフィック
写真賞 2015、ピープル部門最優秀賞など受賞やノミネート多数。

● いけだ たかし ／ ちりめん街道を守り育てる会第６代会長（右）

ちりめん街道「池田庄」代表。2019 年にちりめん街道を守り育て
る会の副会長に就任し、2021 年から現職。指定管理事業者として
旧尾藤家住宅館長も兼任。

展覧会「パシャパシャ丹後 －はた織りと共にある暮らしを観る」

12 月３日（火）まで　※ 観覧無料
旧尾藤家住宅【メイン会場／毎週水曜休館】  
京都丹後鉄道天橋立駅【フォトスポット】  
丹海路線バス車両内　ほか４会場
写真ワークショップ参加者、吉田
亮人（旧尾藤家住宅展示会場のみ） 

● 会　　期
● 展示会場

● 出 品 者

詳細は展覧会ホームページ（KYOTOHOOP）をご覧ください ▶

展
覧
会
で
新
し
い
発
見
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
今
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す 

。 

池
田
隆

― 

写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て

　
撮
影
の
ま
ち
歩
き
で
、
は
た
織
り
実

演
所
を
見
て
も
ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
参
加
者
は
旧
尾

藤
家
住
宅
の
細
工
に
注
目
し
て
撮
影
し

て
く
れ
た
よ
う
で
、
お
屋
敷
も
喜
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

― 

ち
り
め
ん
街
道
に
つ
い
て 

　
ち
り
め
ん
街
道
の
中
に
は
、
旧
尾
藤

家
住
宅
以
外
に
も
宝
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。住
民
は
、そ
の
良
い
も
の
に
よ
っ

て
心
を
豊
か
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
に
「
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
丹
後
」
を
通
じ

て
気
付
け
ま
し
た
。
写
真
と
い
う
言
葉

で
な
い
表
現
で
つ
な
が
っ
て
い
く
機
会

に
恵
ま
れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

こ
の
展
覧
会
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も

た
ち
に
は
地
域
の
宝
を
自
分
た
ち
で
見

つ
け
て
表
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
ち
り
め
ん
街
道
だ
け
で
な
く
、
丹

後
の
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。 

:
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【シリーズ／子育てするならこのまちで － Vol. ６】

意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
保
護
者

の
意
向
も
踏
ま
え
た
上
で
、
慎
重
に

議
論
と
考
察
を
行
い
、
こ
の
度
「
石

川
保
育
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
」
を

計
画
敷
地
と
す
る
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

▼ 

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
与
謝
野
町
で
は
、
町
内
の
園
児
の

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
園
児
の

教
育・保
育
環
境
の
改
善
に
併
せ
て
、

「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
採
用
。
ま
た
、

幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
体
化
さ
せ
て

３
地
域
に
１
園
ず
つ
整
備
す
る
こ
と

と
し
、
段
階
的
に
集
約
・
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
岩
滝
地
域
は
、
町
内
に
お
け
る
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
先
駆
け

と
し
て
整
備
を
進
め
、
平
成
29
年
７

月
に
新
園
舎
「
か
え
で
こ
ど
も
園
」

を
開
設
。
加
悦
地
域
に
お
い
て
は
、

旧
桑
飼
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用

し
て
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
予

定
地
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
、
令
和

３
年
12
月
に
新
園
舎
「
つ
ば
き
こ
ど

も
園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
野
田
川
地
域
に
お
い
て
は
、
現
在

運
用
し
て
い
る
３
園
の
い
ず
れ
か
を

活
用
し
た
新
園
舎
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
野
田
川
地

域
認
定
こ
ど
も
園
設
置
検
討
委
員
会

や
、
ま
ち
づ
く
り
本
部
会
の
子
育
て

施
設
検
討
部
会
に
よ
る
候
補
地
の
比

較
検
討
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

　

野
田
川
地
域
に
開
設
予
定
の
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
現
在
、
野

田
川
地
域
で
運
営
し
て
い
る
「
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
・
山
田
保
育
所
・

石
川
保
育
所
（
以
下
、
３
園
）」
の
い
ず
れ
か
を
活
用
し
た
新
園
舎
整

備
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
石
川
保
育
所
お
よ
び
そ
の
周
辺

地
を
計
画
敷
地
と
す
る
「
与
謝
野
町
立
（
仮
称
）
野
田
川
地
域
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
計
画
（
以
下
、
整
備
基
本
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

整
備
基
本
計
画
を

　
　
　
策
定
し
ま
し
た

【野田川地域】
認定こども園

上・下／元気に遊ぶ園児たち

▼ 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
整
備
基
本
計
画
を
基
に
用
地
購
入

の
後
、
土
地
造
成
、
石
川
保
育
所
園

舎
の
解
体
、
建
物
の
各
設
計
作
業
に

着
手
し
、
各
工
事
を
行
な
う
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
は
石

川
保
育
所
園
舎
の
解
体
工
事
に
着
手

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
末
に
山
田

保
育
所
と
石
川
保
育
所
を
集
約
し

「
の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園
」
と
し
、

９
年
度
中
に
は
「
の
だ
が
わ
こ
ど
も

園
」と「
の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園
」

を
統
合
し
、
新
園
舎
へ
の
移
転
を
め

ざ
し
ま
す
。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

野

田

川

地

域

のだがわ
こども園

山田保育所

石川保育所

● 幼保連携認定こども園施設整備スケジュール（予定）

令
和
９
年
度
中
に
「（
仮
称
）
野
田
川
地
域
認
定
こ
ど
も
園
」
を
開
園令和６年度末に

閉園予定

令和９年度中に閉園予定

令和９年度中に閉園予定

令和７年度から石川保育所を集約して
のだがわ第２こども園を開園

令和７年度から山田保育所に集約

問　
子
育
て
応
援
課 

☎
４
３・９
０
２
４

策
定
し
た
整
備
基

本
計
画
は
、
子
育

て
応
援
課
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

石川保育所の近くの畑でいも堀りをする園児たち

令和７年度の石川保育所の園児募集は行いません。６年度末時点で年中児以下の園児は、
山田保育所をはじめ、保護者が希望する町立こども園、民間の幼稚園（保育所）に転園し
ていただくこととなります

※

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
、
野

田
川
地
域
の
こ
ど
も
園
計
画
敷
地

取
得
に
向
け
た
不
動
産
鑑
定
を
実

施
。そ
の
鑑
定
結
果
を
踏
ま
え
て
、

与
謝
野
町
議
会
９
月
定
例
会
に
土

地
取
得
の
た
め
の
補
正
予
算
案
を

提
出
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
計
画
規
模
】

定
員
１
８
０
人
規
模
の
こ
ど
も
園

を
既
存
の
敷
地
に
加
え
、
周
辺
農

地
を
取
得
し
て
新
設
（
園
庭
お
よ

び
駐
車
場
な
ど
を
含
む
）

・
既
存
土
地
／
３
０
９
４
㎡

・
取
得
予
定
土
地
／
５
７
３
７
㎡

【
土
地
な
ど
の
購
入
費
】

約
９
０
０
０
万
円

【
令
和
６
年
度
９
月
補
正
予
算
】

計
画
敷
地
取
得
の

予
算
が
承
認

● 

幼
児
の
教
育
・
保
育
環
境
を
１
ク

ラ
ス
15
人
～
20
人
程
度
と
す
る
適
正

な
規
模
へ
再
構
築
を
図
り
ま
す
。

● 

定
員
は
、
令
和
９
年
度
の
入
園
児

予
測
に
基
づ
き
１
８
０
人
程
度
と
し

ま
す
が
、
今
後
の
就
学
前
児
童
の
人

口
推
移
に
よ
り
、
適
正
な
定
員
を
設

定
し
ま
す
。

● 

運
営
は
公
設
公
営
方
式
を
基
本

と
し
ま
す
。

（
仮
称
）
野
田
川
地
域
認
定

こ
ど
も
園
の
規
模
な
ど

令和６年度補正予算
（町ホームページ）
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がんばってます！消防団 編集 ● 第８分団　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

おはなし会を開催します
【加 悦 分 室】11 月９日（土）午前 10 時 30 分～
【野田川分室】11 月 23 日（祝）午前 10 時 30 分～
【本 館】12 月７日（土）午前 10 時 30 分～　※ クリスマスおはなし会

～ 読み聞かせボランティアの～ 読み聞かせボランティアの
～～  皆さんが、楽しいお話を皆さんが、楽しいお話を
～～  してくれます ～してくれます ～

貸し出しが貸し出しが
多かった本多かった本
ＢＥＳＴ３ＢＥＳＴ３

図書館にある本のうち最も利用されるジャンルは小説と絵本。この２つの
ジャンルで、上半期（４月～９月）に貸し出しが多かった本「ベスト３」を
お知らせします。まだ読まれていない方はぜひご覧ください。
※ 人気の本は貸出中の場合がありますが、予約をすれば図書が返却されしだい、取り置きできます。図書館ホー

ムページから貸出状況の確認や予約（要事前登録）ができます

一般書
第 1位

『成瀬は天下を取りにいく』
宮島未奈／新潮社

２位　『スピノザの診察室』
２位　夏川草介／水鈴社
３位　『あなたが誰かを殺した』
２位　東野圭吾／講談社

地元の滋賀県愛にあふれた、
わが道を突き進む成瀬の姿を
描いた青春小説。続巻「成瀬
は信じた道をいく」もぜひ。

児童書
第 1位

『大ピンチずかん２』
鈴木のりたけ／小学館

２位　『パンどろぼうとほっかほっカー』
２位　柴田ケイコ／ KADOKAWA
３位　『ぬまの 100 かいだてのいえ』
２位　いわいとしお／偕成社

子どもの日常で出くわすピンチ
をユーモアあふれる観察眼で描
いた発行部数 100 万部を突破
した「大ピンチずかん」の続編。

お母さん世代には懐かしい「わ
かったさんシリーズ」に 33 年ぶ
りに新刊が登場。文作者の寺村輝
夫氏は亡くなられましたが、絵作
者が故人の残したイメージをもと
に描かれた新たなストーリーは、
令和の子どもにも楽しんでもらえ
るはず。ぜひ親子で読んでいただ
きたい１冊。

『わかったさんのスイートポテト』
永井郁子／あかね書房

注目の１冊 　　　　●『迷惑な終活』内
館牧子／講談社  ●『アイラ
ップで簡単レシピ』橋本加名

子／Gakken　●『ちゃっけがいる移
動図書館』高森美由紀／中央公論新社
●『一度使うと手放せない！　ななめ
がけの小さなバッグ』ブティック社
児童書 ●『かいじゅうでんとう』木
村裕一／あかね書房　●『パンどろ
ぼうとりんごかめん』柴田ケイコ／
KADOKAWA　●『子どものための
ニッポン手仕事図鑑』大牧圭吾／オー
クラ出版　 

今月の
新着図書

一般書

冬の暖房器具使用時の安全対策を

寒い季節に欠かせないストーブなどの暖房器具。暖をとるのに便利ですが、不注意や誤っ
た使用方法から火災になることがありますので、火災や事故を未然に防ぐために以下の７
つのポイントを守りましょう！

電源を確認
プラグがコンセントにしっかり差し込まれていますか？
緩んでいると火花が発生し火災の原因になることがあります。

Point 1

暖房器具周辺の可燃物の有無を確認
カーテンや衣類、紙類などの可燃物が近くにありませんか？
少なくとも１メートル以上離すことが推奨となっています。

Point 2

たこ足配線などを使用し、最大消費電力以上使わない
暖房器具には高い電力が必要です ｡ 複数の家電を同じコンセントにつな
がず、なるべく単独でコンセントを使用するようにしましょう。

Point 3

定期的な換気
部屋が密閉した状態でガスや石油ストーブを使用すると、一酸化炭素中毒の危険
が高まります ｡ １～ 2 時間に 1 回は窓を５～ 10 分間開け、換気をしましょう ｡

Point 4

就寝時や外出時には必ず火を消そう
布団などが知らないうちに接触して火災となる恐れがあるので、就寝時や外出時は暖房器具の
電源を切る習慣を身につけましょう。また、長時間使用の際は、火災を防ぐためにタイマー機
能を使用して消し忘れ防止の工夫をしましょう ｡

Point 5

給油時の注意
給油時は必ず消火し、火が消えたことを確認してから給油しましょう。火
がついたまま給油すると、燃料がこぼれた際に引火する可能性があります。

Point 6

日常的にメンテナンスを行なう
フィルターが詰まると火災や器具の故障の原因になるため、定期的にフィ
ルターを掃除して、ほこりがたまらないようにしましょう ｡

Point 7
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令
和
５
年
度
の
主
な
事
業

第
２
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
で
掲
げ
た

７
つ
の
分
野
別
方
針
に
基
づ
き
取
り
組

ん
だ
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
生
か
し
て

　
　
　
　

安
心
し
て
働
け
る
ま
ち

● 

産
業
振
興
事
業　
　
　
　
８
４
３
万
円

● 

織
物
振
興
対
策
事
業  

２
０
３
９
万
円

● 

自
然
循
環
農
業
推
進
事
業

  

１
２
７
１
万
円

地
元
を
誇
り
に
想
い
、

　
　
　
　

人
の
流
れ
を
生
む
ま
ち

● 

移
住
定
住
支
援
事
業 　

 

６
８
０
万
円

（
移
住
者
実
績
／
８
世
帯
26
人
）

● 

国
際
交
流
事
業 　

 　
　
３
３
０
万
円

み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　

幸
せ
に
生
き
る
ま
ち

● 

介
護
人
材
育
成
・
確
保
支
援
事
業

１
０
０
万
円

● 

障
害
者
就
労
支
援
事
業　　
１
３
万
円

令和５年度決算報告【特集】

　令和５年度決算が９月定例会において、全会計とも承認されました。普通会計※の令和６年度への
繰越財源分を差し引いた純繰越額（実質収支）は、2,521万円の黒字となりました。
　今月号では令和５年度の決算を７つの視点からお知らせします。

※ 普通会計 … 一般会計に宅地造成特別会計と土地取得特別会計を加えたもの

決 算 報 告決 算 報 告
令和５年度

つ
な
が
り
で
笑
顔
を

　
　
　
　
　

未
来
に
つ
む
ぐ
ま
ち

● 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

４
２
１
８
万
円

● 

キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業３７

８
万
円

美
し
く
住
み
や
す
い

　
　
　
　
　
　

安
心
安
全
な
ま
ち

● 

地
域
内
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業

１
７
１
８
万
円

● 

道
路
新
設
改
良
事
業　
９
３
８
６
万
円

● 

河
川
改
修
事
業  

　

７
４
５
５
万
円

住
民
が
主
人
公
と
な
る
ま
ち

● 

地
域
協
働
推
進
事
業　
１
３
７
６
万
円

● 

広
報
・
広
聴
事
業　
　
１
０
０
４
万
円

魅
力
あ
る
教
育
が
活
力
あ
る
人
や

　
　
　
　
　
　

地
域
を
創
る
ま
ち

● 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

５
９
１
２
万
円

● 

地
域
学
校
連
携
事
業　
　
３
０
２
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

物
価
高
騰
対
策
関
連
事
業

合
計
で
４
億
２
９
４
４
万
円（
40・７
％

減
）
を
支
出
し
ま
し
た
。

● 

生
活
者
支
援　
　

２
億
７
７
９
６
万
円

● 

事
業
者
支
援　
　
　
　
９
９
０
３
万
円

● 

そ
の
他
対
策
関
連
事
業

５
２
４
５
万
円

特
集

問　企画財政課 ☎ 43-9015

決算および主な
事業の詳細は、
町ホームページ
からご覧いただ
けます。

1 普通会計

歳 入
町税は増加、交付税は減額

歳 入総額は123億6,066万円
となり、前年度と比較して

１億4,714万円増加しました。町
税は、新型コロナウイルス感染症
の影響が回復の兆しを見せ、町税
全体では3,464万円増加。歳入全
体では、地方交付税や国庫支出金
など、国や京都府からの交付金や
町債（まちの借金）などの依存財
源の割り合いが76.6％と高い状
況にあります。基金繰入は、公債
費繰上償還のために減債基金から
１億300万円を繰り入れるなど、
２億228万円増加しました。地
方債（借金）は、26.8％増加の
６億7,169万円となりましたが、
与謝野町財政計画に示す「各年度
地方債発行額を10億円規模に抑
制」という方針を守ることができ
ました。

町税
繰越金ほか
繰入金
地方交付税
地方債
国庫支出金
府支出金
その他

･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･

町民の皆さんがまちに納められた税金。町民税、固定資産税、軽自動車税など
繰越金、使用料・手数料、寄附金、分担金・負担金など
財政調整金（貯金）などからの繰り入れ
どの市町村でも一定の行政サービスが行えるように、国から交付されるお金
財政負担の平準化や世代間の負担の公平性を図るため、国などから借りたお金
まちが行う事業に対し、必要性に応じて国から交付されるお金
まちが行う事業に対し、必要性に応じて京都府から交付されるお金
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、法人事業税交付金など

※ 千円単位を切り捨てているため合計が一致しない場合があります

歳 出総額は122億9,524万円
となり、前年度と比較し

て１億6,428万円増加しました。
人件費は、人事院勧告による待遇
改善で会計年度任用職員報酬およ
び期末手当が合計で8,608万円増
となるなど、全体で5,704万円増
加しました。投資的経費は、城山
公園テニスコートのナイターの
LED化、学校給食センター施設
整備が増となるなど、全体で１億
2473万円増加しました。公債費
は、１億3713万円の繰上償還を
実施したため、総額で１億247万
円増加となりました。今後とも、
厳しい財政状況が続くことが見込
まれる中、第３次与謝野町行財政
改革大綱に基づき、持続可能な行
財政基盤の確立をめざします。

公債費の抑制対策を実施

2 普通会計

歳 出

人件費
公債費
扶助費
補助費等
繰出金
物件費
投資的経費
その他

･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･
･･･

職員給与、議員報酬、会計年度任用職員報酬、共済費など
町債（まちの借金）の元利償還金
児童手当、障害者自立支援給付費、老人ホーム入所措置費など
宮津与謝消防組合等の一部事務組合への負担金、コロナ関係補助金など
下水道・介護保険・国民健康保険などの特別会計への繰出金
旅費、備品購入費、委託料、消耗品費など
学童保育施設整備事業や河川改修事業などの建設費など
貸付金、基金への積立金、維持補修費

123億
6,066万円

町税
19 億 1,333 万円

（15.5％） 使用料・手数料
繰越金 ほか

６億 9,374 万円
（5.6％）

主
財

源

自

地方交付税
58 億 1,865 万円

（47.1％）

国庫支出金
13 億 838 万円

（10.6％）

地方債（借金）
６億 7,169 万円

（5.4％）

府支出金
10 億 950 万円

（8.2％）

その他
６億 5,814 万円

（5.3％）

122億
9,524万円

人件費人件費
2323 億億 4,0464,046 万円万円

（19.0％）（19.0％）

扶助費扶助費
1717 億億 2,8022,802 万円万円

（14.1％）（14.1％）

公債費公債費
1717 億億 5,9915,991 万円万円

（14.3％）（14.3％）

その他
２億 2,814 万円

（1.9％）

繰出金
20 億 7,653 万円

（16.9％）

補助費等
18 億 2,939 万円

（14.9％）

物件費
15 億 2,270 万円

（12.4％）

投資的経費
８億 1,005 万円

（6.6％）

義

務

的

経

費

依

存

財
源

城山公園テニスコートのＬＥＤ照明 旧岩屋小学校の解体工事 織物技術指導の様子

繰入金
２億 8,720 万円

（2.3％）
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経 常収支比率とは、財政構造上の
弾力性を判断する指標です。町

税・交付税のように使途が特定されず毎
年度経常的に収入する財源のうち、人件
費・扶助費・公債費のように経常的に支
出する経費に充当されたものの占める割
合です。80％を超えると弾力性を失い
つつあると考えられています。
　財政力指数は、地方公共団体の財政力
を示す指数です。財政力指数が高いほど
自主財源の割り合いが高いことを示し、
財源に余裕があることになります。単年
度で１を超える場合には、自立して財政
運営できることを示し、普通交付税の不
交付団体となります。

6 経常収支比率・財政力指数
自主財源の確保が課題

令和５年度決算報告【特集】

特 別会計は特定の事業を行うた
めの会計で、基本的な行政

サービスを行う一般会計から切り離し
て収支を経理しています。公営企業会
計は民間企業と同じように事業収益に
よって運営をしており、こちらも一般
会計から切り離して収支を経理してい
ます。８つある特別会計はいずれも黒
字決算となりました。
　公営企業会計においては、資本的収
支に不足額が生じていますが、過年度
分損益勘定留保資金および消費税資本
的収支調整額で補てんしています。

3 特別会計
すべての会計で黒字決算

▶ 公営企業会計（水道事業会計）

項目 収入 支出

収益的収支・支出 ８億 1,454 万円 ６億 7,807 万円

資本的収支・支出 ５億 6,202 万円 ８億 3,708 万円

▶ 特別会計（８つの会計）

会計 歳入 歳出

宅地造成事業会計 ０万円 ０万円

下水道会計 15 億 3,823 万円 14 億 8,807 万円

農業集落排水会計 2,958 万円 2,809 万円

介護保険
会計

事業勘定 29 億 1,837 万円 28 億 8,265 万円

サービス勘定 1,480 万円 989 万円

土地取得会計 38 万円 ４万円

国民健康
保険会計

事業勘定 21 億 8,611 万円 21 億 7,701 万円

直診勘定 8,519 万円 8,519 万円

後期高齢者医療会計 ３億 6,110 万円 ３億 5,536 万円

財産区会計 １億 335 万円 1,689 万円

町 債（地方債）は大きな事業を
するために借り入れるお金の

ことで、整備した道路や施設などの社
会資本を今後利用する方たちにも公平
に負担してもらうための役割も担って
います。令和５年度は繰上償還を実施
したため、前年度から約16億3,000万
円減少しました。

5 町債（まちの借金）

合併後、最小の残高となる
▶ 町債残高の推移

（一般会計、特別会計、公営企業会計の総額）

235 億235 億 4,327 万円4,327 万円

R4R3R2R1 （年度）R5

251 億251 億 7,958 万円7,958 万円

272 億272 億 2,680 万円2,680 万円

302 億302 億 4,563 万円4,563 万円

284 億284 億 6,084 万円6,084 万円

約 99 億円 減少

平成 24 年度の
約 334 億円から

96.8％

93.6％

92.5％92.5％

97.2％97.2％

R4R3R2R1 （年度）R5

▶ 経常収支比率の推移（普通会計）

95.3％

R4R3R2R1 （年度）R5

▶ 財政力指数の推移

0.276

0.285

0.286

0.271
0.274

▶ 基金残高の推移
（財政調整基金、減債基金、特定目的基金、特別会計基金）

4 基金（まちの貯金）

繰上償還のため一部取り崩し

基 金は条例に基づいて設置し、
将来負担に備えて積み立てて

います。臨時の出費や財源不足が見込
まれる場合に取り崩して事業費に充て
ます。令和５年度は、公債費の繰上償
還を実施するために減債基金を１億
300万円取り崩すなど、全体で前年度
から１億439万円減額しました。

45 億45 億 77 万円77 万円

46 億46 億 9,167 万円9,167 万円

R4R3R2R1 （年度）R5

51 億51 億 1,759 万円1,759 万円

45 億45 億 8,728 万円8,728 万円

46 億46 億 4,430 万円4,430 万円

※ 繰上償還のため減債基金を
※ 約５億円取り崩し

財 政財政健全化判断比率とは、財政
が健全であるかどうか「地方公共

団体の財政の健全化に関する法律」に
定められた４指標により判断していま
す。①実質赤字比率と②連連結実質赤字
比率は、黒字決算であるため算定され
ません。③実質公債費比率は 17.6％と
高い数値になっていますが、令和５年
度に比率のピークを迎え、その後、改
善に転じます（※）。④将来負担比率は
89.1％と前年度から 4.7％改善してお
り、今後も町債残高の減少により改善す
る見込みです。資金不足比率は、資金不
足額が発生しておらず算定されません。 
※ 比率が高い原因の特別会計の公債費
負担である「準元利償還金」が減少する
とともに、過去の借入金の返済完了に加
え、年間の町債借入額の抑制を行うこと
で、今後、必要な施設整備事業を進め
ても令和 10 年度には 15％以下になり、
その後も数値は改善する見込みです

7 財政健全化判断比率・資金不足比率
将来負担比率が合併以降、最小に

項　目 令和５年度 経営健全化基準

水道事業会計
－

（資金不足額が発生しな
い限り比率がないものと
されます）

20.0％下水道特別会計

農業集落排水
特別会計

▶ 資金不足比率

項　目 令和５年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字比率 －
（赤字でない限
り比率がないも
のとされます）

13.81％ 20.0％

② 連結実質赤字比率 18.81％ 30.0％

③ 実質公債費比率 17.6％ 25.0％ 35.0％

④ 将来負担比率 89.1％ 350.0％ ー

▶ 財政健全化比率

※ 将来負担比率は、平成 24 年度の 156.1％から 67 ポイント改善

● 実質赤字比率
一般会計などの
標準財政規模に
対する赤字額の
割り合い。

● 将来負担比率
まちが背負っている借金など、

将来にわたる負担の大きさを
示す割り合い。（分母は実質公
債費比率と同じ）

● 実質公債費比率
全会計とまちが加入する団体の会計で、
標準的に収入しうる税金や地方交付税な
どのうち、借金返済に使われている割り
合い。（３ヵ年平均で表す）

● 連結実質赤字比率
全会計の赤字額の標
準財政規模に対する
割り合い。

用
語
解
説
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【北京都ジョブ博】学生と企業をつなぐ「与謝野オモロイ企業
多いのなぁぜなぁぜマッチング交流イベント」の開催

与謝野町では人材不足に悩む町内企業支援として、経営者のスキルアップや町
内企業・地域の魅力発信の場づくりをとおして、各企業における人材確保およ
び町内への U・I ターンと移住定住を促進するため、マッチング交流イベント
を開催します。参加無料。

● 日　時
● 会　場
● 対象者

● 内　容

● 定　員
● 問・申

11月16日（土）午後２時～５時（予定）
ＡＴＡＲＩＹＡ（字岩滝1693番地）
学生（高校生・大学生）、保護者、町内企業
※ オンライン参加も可能

【第１部】企業によるプレゼンテーション
【第２部】マッチング交流会（フリー座談会）
※ 参加企業：17 社（予定）
30 人（先着順）
参加を希望する方は、上記の二次元コード読み込みまたは産業観
光課（☎ 43-9012）へ。

町ホームページで随時
情報を更新しています

スクワット
No.13（最終）

無理をせず痛みのない範囲で、少しずつ休みながら行う。
運動時は息を⽌めずに自然な呼吸を心がける。
体調の悪いときは決して無理をせずに休む。
いすや机を使用するときは安定したものを使い、パイプいすや
キャスター付きのいすなど、軽いものや動くものは使用しない。

●
●
●
●

運動の注意点

背すじを伸ばして行う

つま先とひざを正⾯に向けて立つ。
腰をゆっくりと落として戻す。

①
②

手順（20 回×３回）

問　保健課 ☎ 43-9022

腰を落としすぎて後ろに転倒しない
ように注意しましょう。

注
意

足は肩幅に
開く

ひざは直⾓に
なるまでは曲
げない

に
引
き
続
き
回
避
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
特
に

大
き
な
指
摘
事
項
も
な
く
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
政

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
令
和
３
年
３
月
に
「
与
謝
野
町
財

政
計
画
（
令
和
４
年
度
～
10
年
度
）」

を
策
定
し
て
い
る
。
住
民
の
み
な
さ
ま

が
関
心
を
持
た
れ
心
配
さ
れ
て
い
る

実
質
公
債
比
率
は
、
３
ヵ
年
平
均
で

17
・
６
％
と
依
然
と
し
て
地
方
債
の
発

行
に
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
基
準

（
18
％
）
に
近
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、

与
謝
野
町
財
政
計
画
の
各
施
策
を
着
実

に
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
は
、
下
水
道

特
別
会
計
が
企
業
会
計
に
移
行
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
は
当

初
計
画
数
値
よ
り
改
善
さ
れ
16
％
台
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
加

え
、
物
価
高
騰
な
ど
を
背
景
と
し
て
地

域
経
済
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
野
田
川
地
域
認
定

こ
ど
も
園
の
新
築
な
ど
の
大
型
建
設
投

　
令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
「
５
類
感
染
症
」
と
な
り
、
正
に

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
入
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
新
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て
、
実
施

設
計
や
建
設
地
と
な
る
旧
岩
屋
小
学
校

校
舎
解
体
工
事
着
手
に
加
え
、
町
内

３
ヵ
所
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
夜
間
利
用

施
設
の
集
約
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
城
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
屋
外
照

明
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
実
施
、
消
防
団

第
２
分
団
の
車
庫
詰
所
の
集
約
化
に
伴

う
新
車
庫
詰
所
の
新
築
、
継
続
的
に

行
っ
て
き
た
町
内
全
小
・
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
改
修
（
洋
式
化
）
完
了
な
ど
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
な
ど
の
有
効
な

財
源
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
財
政
運
営
面
で
は
、
当
初
予
算
で
は

財
政
調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
る
厳
し
い

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
町
税
の
増
加

や
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
直
営
化
に
伴
う

使
用
料
、
減
債
基
金
な
ど
の
繰
入
金
の

増
加
な
ど
か
ら
、
財
政
調
整
の
た
め
の

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
は
前
年
度

令和５年度決算報告【特集】

決
算
審
査
意
見
書（
抜
粋
）

R4R3R2 （年度）R10R9R8R7R6R5

● 実質交際費比率の推移（令和 10 年度まで　※ ６年度以降は推計）

17.6％
15.1％15.0％17.2％17.0％

16.0％
16.7％

18％ 地方債の発行に知事の許可が必要となる基準

25％ 早期健全化基準

35％ 財政再生基準

資
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
リ
フ
レ
か
や

の
里
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
管
理
運
営

方
策
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
実

施
計
画
）
の
見
直
し
お
よ
び
着
実
な
実

施
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
真し

ん

摯し

に
向
き

合
い
、
町
民
を
主
人
公
と
し
て
、
新
た

な
時
代
を
深
化
と
挑
戦
に
よ
っ
て
切
り

ひ
ら
く
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
が

定
め
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
地
域
に
お
け
る
行

政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る

役
割
」
の
遂
行
に
向
か
っ
て
山
添
町
長

を
先
頭
に
一
致
結
束
し
、
第
２
次
総
合

計
画
に
掲
げ
る
「
人
・
自
然
・
伝
統 

与
謝
野
で
織
り
な
す 

新
た
な
未
来
」

の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
前
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

与
謝
野
町
監
査
委
員
会　
田た

中な
か 

眞し
ん
い
ち一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家い
え

城き 

功い
さ
お

※ 

広
報
紙
用
に
一
部
編
集
を
し
て
い
ま
す

17.2％
14.7％

第３次行政改革大綱の目標
（令和８年度で 15.0％以下）

「令和５年度各会計歳入歳出
決算および基金運用状況審査
意見書」の全文は議会事務局
で閲覧できるほか、町ホーム
ページで公開しています。

町ホームページ

町 政  News & Information
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現在お持ちの保険証は 12 月２日以降も使用できます
与謝野町国民健康保険・京都府後期高齢者医療保険 問　保健課 ☎ 43-9022

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
令

和
６
年
12
月
２
日
以
降
も
保
険
証

に
記
載
の
有
効
期
限
（
最
大
で
７

年
７
月
31
日
）
ま
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
12
月

２
日
以
降
に
保
険
証
を
紛
失
な
ど

し
た
場
合
は
保
険
証
の
再
発
行
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
ま
た
は
「
資
格
確
認

書
」
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
病
院

な
ど
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

● 

マ
イ
ナ
保
険
証

　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

（
以
下
、カ
ー

ド
）
を
保
険

証
と
し
て
利

用
し
ま
す
。

た
だ
し
、
事
前
に
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
登
録
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※ 

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
だ
け

で
は
、
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

● 
資
格
確
認
書

　
「
カ
ー
ド
を
持
っ
て
お
ら
れ
な

い
方
」「
カ
―
ド
を
持
っ
て
い
て

も
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
を

し
て
い
な
い
方
」
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
保
険
証
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
与
謝
野
町
国
民
健
康
保

険
の
方
は
「
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
」、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
は

「
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
」
の
も
の
と
な

り
ま
す
。

現
在
、
与
謝
野
町
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

　
保
険
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
受
診
な
ど
の
際
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

● 

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

登
録
し
て
い
る
方

→ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用

● 

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
、

ま
た
は
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
も

保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
を
し

て
い
な
い
方

→ 

加
入
時
に
交
付
さ
れ
る
「
資

格
確
認
書
」
を
使
用

・

・

・

・

・

・

・

12
月
２
日
以
降
、
与
謝

野
町
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
新
た
に
加
入
す
る
方

・

・

・

・

・

・

・

・

カ
ー
ド
が
保
険
証
と
し
て

「
利
用
登
録
で
き
て
い
る
か
」

や「
利
用
登
録
の
方
法
」は
、

デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

役
場
野
田
川
庁
舎
で
利
用
登

録
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

最優秀賞など５作品を表彰しました
よさの緑のカーテンコンテスト 問　地球温暖化対策室（農林環境課内） ☎ 43-9023

　
与
謝
野
町
と
よ
さ
の
百

年
の
暮
ら
し
委
員
会
（
愛

称
・
み
ら
い
ふ
）
で
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
組
み
や
す

く
、
二
酸
化
炭
素
削
減
効

果
の
高
い
「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」
の
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、「
よ
さ
の
緑
の

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

合
計
34
点
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
な
ど
次
の

《
最
優
秀
賞
》

土ど

い井 

豊ゆ
た
か

《
優
秀
賞
》

な
べ
さ
ん

《
み
ら
い
ふ
賞
》

野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
加
悦
聖
三
一
幼
稚

園
、
シ
ゲ
ピ
ー

選
考
結
果

※ 

敬
称
略
。
本
名
の
公
表
を
辞
退
し
た

方
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
表
示
し
て
い
ま
す

上／最優秀賞の土井さん
のグリーンカーテン
下／優秀賞のなべさんの
グリーンカーテン

みんなでスイセンの球根を植え付けました
人権の花運動 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
10
月
15
日
、
岩
滝
小
学
校
に
お

い
て
「
人
権
の
花
運
動
」
の
植
え

付
け
式
を
行
い
ま
し
た
。
同
運
動

は
、
花
を
育
て
る
こ
と
を
と
お
し

て
生
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、
友
だ

ち
と
協
力
し
合
う
大
切
さ
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
与
謝
野
町
で
は
、
毎

年
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
同
校
２
年
生
の
41
人

が
参
加
。
与
謝
野
町
人
権
擁
護
委

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
で
人

権
に
関
す
る
お
話
と
、
身

近
な
人
に
相
談
で
き
な
い

悩
み
を
同
委
員
さ
ん
に
相

談
す
る
方
法
「
人
権
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を
教
え

て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
み
ん
な
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
法
務
局
・
人

権
擁
護
委
員
・
町
で
構
成

す
る
丹
後
・
中
丹
人
権
啓

発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
か
ら
人
権
の
花

「
ス
イ
セ
ン
」
の
球
根
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
人
権
擁
護
委
員
さ

ん
か
ら
球
根
の
植
え
付
け
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
仲
良
く
土
を
分
け

合
っ
て
植
木
鉢
に
植
え
付
け
を
し

ま
し
た
。
開
花
は
、
令
和
７
年
２

月
～
３
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

岩滝小学校２年生の児童と人権擁護委員の皆さん

５
点
を
選
考
し
ま
し
た
。

球根植え付けの様子

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～
あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

９/13 与謝野町役場本庁舎トイレ改修等工事
設計業務委託 岩滝地内 ３者 一級建築士事務所浪江建築

事務所 1,791 ― 1,770 98.83
R6/9/21

～ R7/3/31

９/18
災害に強い森づくり事業（岩屋地区）
工事

岩屋地内 ９者 安田建設株式会社 41,858 37,798 37,798 90.30
R6/9/26

～ R7/3/28

９/18 八幡橋橋梁補修工事 四辻地内 ９者 江笠建材株式会社 12,381 10,937 10,937 88.34
R6/9/26

～ R7/1/31

９/18 石川浄水場取水施設改良工事 石川地内 ２者 株式会社三野工務店  5,150 4,643 4,644 90.17
R6/9/26

～ R7/2/10

９/18 石川浄水場高浪送配水管舗装復旧工事 石川地内 ２者 金下建設株式会社 7,878 7,049 7,050 89.49
R6/9/26

～ R7/1/10

９/18 下水道関連里道舗装復旧工事 弓木地内 ２者 金下建設株式会社 2,663 2,383 2,385 89.56
R6/9/26
～ 12/20

９  月入札結果 問　財産活用・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

《 

総
務
課 

》

　
主

事　
木き

村む
ら 

郁い
く

花か

（
総
務
課 

主
事
補
）　

《 

福
祉
課 

》

　
主

事　
山や

ま
ざ
き﨑 

麻ま

い衣

（
福
祉
課 

主
事
補
）　

《 

農
林
環
境
課 

》

　
主

事　
田た

中な
か 

和わ

か

な

佳
菜

（
農
林
環
境
課 

主
事
補
）　

《 

上
下
水
道
課 

》

　
主

事　
田た

中な
か 

雅ま
さ

貴き

（
上
下
水
道
課 

主
事
補
）　

《 

学
校
教
育
課 

》

　
主

事　
森も

り
が
き垣 

奈な

な々

（
学
校
教
育
課 

主
事
補
）　

《 

か
え
で
こ
ど
も
園 

》

　
主
査
保
育
教
諭　
井い

の
う
え上 

晴は
る

菜な

（
か
え
で
こ
ど
も
園 

主
事
補
）　

《 

つ
ば
き
こ
ど
も
園 

》

　
主
任
保
育
士　
田た

中な
か 

綾あ
や

（
つ
ば
き
こ
ど
も
園 

主
事
補
）　

《 

山
田
保
育
所 

》

　
保

育

士　
小お

ば

せ

長
谷 

佳け
い

也や

（
山
田
保
育
所 

主
事
補
）　

職員人事異動のお知らせ10 月１日付け ※ （ ）内は前所属と職名

町長、副町長、教育長の給料の額について審議
与謝野町特別職報酬等審議会 問　総務課 ☎ 43-9010

　
10
月
18
日
、
町
長
な
ど
の
特
別
職
の

報
酬
を
審
議
す
る
「
与
謝
野
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
」
を
開
催
し
、
山
添
町

長
か
ら
坂さ

か

根ね

正ま
さ
と
し俊

会
長
に
「
与
謝
野
町

特
別
職
の
報
酬
等
の
額
に
つ
い
て
」
を

諮
問
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
町
長
、副
町
長
、教
育
長
（
以

下
、
理
事
者
）
の
給
料
の
額
は
、
合
併

時
に
協
議
さ
れ
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

以
降
、
改
定
は
行
わ
ず
18
年
が
経
過
。

こ
の
間
、
町
の
人
口
や
地
域
経
済
の
状

況
、
行
財
政
環
境
に
つ
い
て
も
大
き
く

変
化
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
理
事
者
の
給
料
の
額

に
つ
い
て
、
現
下
の
行
財
政
環
境
に
お

け
る
職
務
と
責
任
に
応
じ
た
適
正
な
も

の
で
あ
る
か
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

今
後
、
３
回
程
度
の
会
議
を
開
催
し
、

そ
の
後
、
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

山添町長から委嘱状を受け取る委員

認知症の方への対応などの相談に対応します
認知症伴走型支援事業 問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

　
与
謝
野
町
で
は
、
４
月
か
ら
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
え
る

体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
専
門

的
な
相
談
・
助
言
な
ど
を
日
常
的

か
つ
継
続
的
に
行
な
え
る
「
認
知

症
伴
走
型
支
援
拠
点
」
を
整
備
。

新
た
な
相
談
窓
口
の
設
置
・
専
門

職
員
の
配
置
に
よ
り
、
役
場
開
庁

日
以
外
で
も
認
知
症
に
関
す
る
相

談
を
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

● 

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族

と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
不
安
な
気

持
ち
を
支
え
、
理
解
と
受
容
を
促

し
な
が
ら
適
切
な
情
報
や
知
識
の

提
供
を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
選
択

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

● 

認
知
症
の
基
本
的
な
知
識
か

ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
、
何
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

● 

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ

れ
あ
い
（
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
休
日

も
対
応
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

● 

ほ
か
の
認
知
症
の
方
を
支
え

「
認
知
症
伴
走
型

支
援
事
業
」
と
は
？

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
保
健

医
療
介
護
福
祉
の
専
門
職
に
も
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宝くじの助成金で地域コミュニティを活性化
下山田区・滝区の備品を整備 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
助
成
金
を
受

け
、
下
山
田
区
の
備
品
（
パ

ソ
コ
ン
、
カ
ラ
ー
複
合
機
、

発
電
機
、ベ
ン
チ
な
ど
）
が
、

ま
た
、
滝
区
で
は
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
皆

さ
ん
が
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ

を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ（
滝
区
）

開
設
日
時

週
２
日
（
水
・
土
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

開
設
場
所
・
担
当
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い

（
字
明
石
６
５
２
番
１
）

主
担
当
：
桑く

わ
ば
ら原

さ
わ
江え

さ
ん

※ 

認
知
症
介
護
指
導
者

☎
０
９
０・４
２
７
４・８
０
９
６

☎
４
４・１
０
１
０

そ
の
他

・
相
談
無
料
。

・
認
知
症
介
護
指
導
者
の
ほ
か
、

認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修

修
了
者
、
介
護
支
援
専
門
員
、
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
な
ど

の
資
格
を
保
持
し
た
経
験
者
が
対

応
し
ま
す
。

相
談
窓
口
の
詳
細

ベ
ン
チ
（
下
山
田
区
）

発
電
機
（
下
山
田
区
）

パ
ソ
コ
ン
（
下
山
田
区
）
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与謝野町
有線テレビ

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS ホームページ InstagramLINE Facebook Ｘ（旧 twitter） Youtube 番組ガイド

※ QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

【かえでこども園】年長児交通教室

あんぜんなどうろの
あるきかたを
おそわったよ

　
９
月
27
日
、
か
え
で
こ
ど

も
園
「
年
長
児
交
通
教
室
」

を
岩
滝
自
動
車
教
習
所
で
行

い
ま
し
た
。

　
本
教
室
は
、
来
春
、
小
学

校
に
入
学
す
る
園
児
た
ち
に

命
を
守
る
道
路
の
歩
き
方
を

指
導
す
る
も
の
で
、
今
回
は

同
教
習
所
の
ご
協
力
を
得
て

実
施
。
園
児
た
ち
は
、
交
通

安
全
の
映
像
や
晴
天
時
・
雨

天
時
の
急
ブ
レ
ー
キ
実
験
な

ど
を
見
た
の
ち
、
同
教
習
所

内
の
コ
ー
ス
を
自
動
車
が
走

行
す
る
中
、
普
段
教
わ
っ
て

い
る
横
断
歩
道
の
渡
り
方

「
と
み
き
（
と
ま
る
・
み
る
・

き
く
）
の
約
束
」
や
停
車
し

て
い
る
自
動
車
の
避
け
方
な

ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
運
転

す
る
皆
さ
ん
、
横
断
歩
道
を

渡
ろ
う
と
し
て
い
る
方
が
い

る
と
き
は
、
一
時
停
止
を
し

て
歩
行
者
を
優
先
す
る
な

ど
、
交
通
安
全
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◀ 「とみきの約束」で横断歩道を渡る園児たち

　
与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委

員
会
（
安や

す

田だ

善よ
し
か
ず一

会
長
）
が
、

京
都
府
内
の
交
通
安
全
対
策
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

交
通
事
故
防
止
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
市
町
村
、
団
体
お
よ

び
個
人
を
表
彰
す
る
「
京
都
府

交
通
対
策
協
議
会
交
通
安
全

功
労
等
表

彰
」
を
受

賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
団
体

は
、
昭
和
44
年
に
旧
野
田
川
町

で
「
野
田
川
町
交
通
安
全
対
策

委
員
会
」
と
し
て
設
立
。
合
併

後
は
「
与
謝
野
町
交
通
安
全
対

策
委
員
会
」
と
し
て
、
永
き
に

わ
た
り
幼
児
・
児
童
向
け
の
交

通
教
室
を
は
じ
め
、
町
民
の
交

通
事
故
防
止
の
た
め
、
啓
発
活

動
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。
長

年
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
度
の
受

賞
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

● 

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会
交
通
安
全
功
労
等
表
彰

与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会

功績・功労をたたえて

表彰状を持つ会長の安田さん

　

９
月
14
日
付
け
で
、

西に
し
は
ら原

直な
お

也や

さ
ん（
与
謝
）

を
公
平
委
員
会
委
員
に

任
命
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
職
員

の
公
正
な
人
事
の
保

障
、
給
与
や
勤
務
時
間

な
ど
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
措
置
の
審
査
、
判

定
を
行
な
う
機
関
で

す
。
な
お
、
委
員
の
任

期
は
４
年
で
す
。

西原直也さん（再任）

委
員
の
紹
介

　

与
謝
野
町
で

は
、
今
後
の
行

政
課
題
を
行
政

だ
け
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
住
民
参
画
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、「
公
共
交
通
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
与
謝
野
町
自
分
ご
と
化
会

議
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者

16
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
方
々

※ 

案
内
は
送
付
済
み
で
す
の
で
、

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

日
時
・
会
場

● 

12
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
～

４
時
15
分
・
元
気
館

● 

12
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
～

４
時
・
知
遊
館

● 

令
和
７
年
１
月
13
日
（
祝
）
午

後
１
時
～
４
時
・
野
田
川
わ
ー
く

ぱ
る

テ
ー
マ　

与
謝
野
町
の
公
共
交
通
を
考
え
る

問
・
申　

11
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
、
企
画
財
政
課
（
☎

４
３・９
０
１
５
）
へ
。

【申込受付中】与謝野町自分ごと化会議の開催（全３回）

町ホームページ

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、９月 16 日から 10 月 15 日までの届け出・申し出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

人　口
男
女

世帯数

19,490 人
9,347 人

10,143 人
8,877 戸

（－ 21）
（－ 10）
（－ 11）
（－３）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和６年９月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内　

訳

25
30
７
23
0

人
人
人
人
人

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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祝
日
の
ご
み
収
集
（
勤
労
感
謝
の
日
）

祝
日
の
ご
み
収
集
（
勤
労
感
謝
の
日
）

　

11
月
23
日
（
土
）
は
祝
日
の
た
め
、

ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
農
林
環
境
課 
☎
４
３・９
０
２
３

【
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
園
】

【
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
園
】

令
和
７
年
度
前
期
入
園
の
募
集

令
和
７
年
度
前
期
入
園
の
募
集

　　

令
和
７
年
４
月
～
９
月
の
間
に
入
園

ま
た
は
転
園
を
希
望
す
る
方
は
、
期
間

内
に
必
ず
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
施
設　
か
え
で
こ
ど
も
園
、
つ
ば

き
こ
ど
も
園
、
の
だ
が
わ
こ
ど
も
園
、

の
だ
が
わ
第
２
こ
ど
も
園
（
現
山
田
保

育
所
）、
小
規
模
保
育
園
こ
ど
も
の
森

入
園
基
準　

● 

入
園
日
に
お
い
て
、
与
謝
野
町
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
児
童

● 

同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
勤
務
な

ど
に
よ
り
保
育
が
必
要
な
児
童

● 

３
歳
児
以
上
で
保
育
を
必
要
と
し

な
い
児
童

年
齢
基
準

【
こ
ど
も
園
】
満
10
ヵ
月
以
上
～
５
歳

児
（
就
学
前
ま
で
）

● 

４
月
入
園

　
～
令
和
６
年
６
月
１
日
生
ま
れ

● 

５
月
入
園

　
～
令
和
６
年
７
月
１
日
生
ま
れ

● 

６
月
入
園

　
～
令
和
６
年
８
月
１
日
生
ま
れ

● 

７
月
入
園

　
～
令
和
６
年
９
月
１
日
生
ま
れ

● 

８
月
入
園

　
～
令
和
６
年
10
月
１
日
生
ま
れ

● 

９
月
入
園

　
～
令
和
６
年
11
月
１
日
生
ま
れ

【
小
規
模
保
育
園
】

２
ヵ
月
以
上
～
２
歳
児
（
令
和
４
年
４

月
２
日
生
ま
れ
～
）

注
意
事
項　
入
園
案
内
お
よ
び
申
込
書

類
（
入
園
申
込
書
、
教
育
・
保
育
給
付

認
定
申
請
書
、
就
労
証
明
書
な
ど
）
は
、

子
育
て
応
援
課
、
本
庁
舎
、
野
田
川
庁

舎
、各
施
設
、各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
置
い
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
入
園

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

11
月
22
日
（
金
）
ま
で

に
、
申
込
書
類
を
子
育
て
応
援
課
（
☎

４
３・９
０
２
４
）
ま
た
は
各
施
設
へ
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

地
元
野
菜
の
納
入
事
業
者
の
募
集

地
元
野
菜
の
納
入
事
業
者
の
募
集

　
令
和
７
年
度
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
使
用
す
る
地
元
野
菜
を
納
入
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

注
意
事
項

● 

納
入
を
希
望
し
た
す
べ
て
の
野
菜

の
購
入
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

● 

事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
電
話
聞
き
取

り
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

少
量
野
菜
の
取
り
扱
い
は
い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
、
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
☎

４
２・
７
２
０
６
）
へ
。
な
お
、
登
録

申
請
書
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

絵
画
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん
ず
作
品
展
の
開
催

絵
画
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん
ず
作
品
展
の
開
催

日
時　
11
月
17
日
（
日
）
～
12
月
15
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※ 

月
曜
日
休
館
、
入
場
無
料

会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館

内
容　
地
元
で
創
作
活
動
を
さ
れ
て
い

る
「
絵
画
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん
ず
」
の
作

品
展
。
水
彩
画
や
油
彩
画
な
ど
約
22
点

を
展
示
し
ま
す
。

　
　
知
遊
館 

☎
４
６・２
４
５
１

【
旧
尾
藤
家
住
宅

【
旧
尾
藤
家
住
宅  

特
別
企
画
展
】

特
別
企
画
展
】

冬
を
楽
し
む
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展
の
開
催

冬
を
楽
し
む
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展
の
開
催

期
間　
12
月
５
日
（
木
）
～
令
和
７
年

１
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
最
終
入
館
…
午
後
４
時
半
）

※ 

休
館
日
…
毎
週
水
曜
日
、
12
月
29

日
（
日
）
～
令
和
７
年
１
月
３
日
（
金
）

会
場　
旧
尾
藤
家
住
宅　
※ 
要
入
館
料

内
容　
洋
館
が
「U

m
e no flow

er

」

の
作
品
で
楽
し
く
華
や
か
に
冬
を
彩
り

ま
す
。

　
　
旧
尾
藤
家
住
宅

☎
４
３・１
１
６
６

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

　
商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
と
お
り

「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ 

与
謝
野
の

恋 

～
よ
さ
こ
い
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
30
日
（
土
）
午
前
11
時
～

午
後
６
時　
※ 

要
参
加
費

対
象
者

【
男
性
】
与
謝
野
町
在
住
ま
た
は
町
内

企
業
在
籍
の
25
歳
～
45
歳
の
独
身
の
方

【
女
性
】
25
歳
～
45
歳
の
独
身
の
方

内
容　
糸
巻
き
ラ
ン
プ
制
作
体
験
、
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ 

な
ど

　
　
　
　

11
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、

商
工
会
（
☎
４
３・１
０
２
０
）
へ
。

【
与
謝
野
町
文
化
祭
事
業
】

【
与
謝
野
町
文
化
祭
事
業
】

史
跡
探
訪
（
町
内
の
廃
村
探
訪
）
の
開
催

史
跡
探
訪
（
町
内
の
廃
村
探
訪
）
の
開
催

日
時　
11
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

内
容　
町
内
の
廃
村
探
訪
「
深み

山
か
ら

鹿か

の
熊
へ
」
加
悦
椿
文
化
資
料
館
～
廃

村
跡

　
　
加
悦
地
域
郷
土
史
研
究
会 

細
井

☎
４
４・１
１
５
０

※ 掲載している情報は、10 月 25 日（金）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申 InformationInformation

【
与
謝
野
町
文
化
祭
事
業
】

【
与
謝
野
町
文
化
祭
事
業
】

秋
季
囲
碁
大
会
の
開
催

秋
季
囲
碁
大
会
の
開
催

日
時　
11
月
23
日
（
祝
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時

※ 

受
け
付
け
…
午
前
９
時
半

会
場　
加
悦
地
域
公
民
館

内
容　
級
別
の
囲
碁
大
会

※ 

Ａ
（
四
段
以
上
）、
Ｂ
（
二・
三
段
）、

Ｃ
（
初
段
以
下
）

参
加
料　
一
般
１
３
０
０
円
、
高
校
生

以
下
７
０
０
円

　
　
加
悦
囲
碁
ク
ラ
ブ 

堀
井

☎
４
２・２
８
２
８

【
与
謝
野
町
文
化
祭
事
業
】

【
与
謝
野
町
文
化
祭
事
業
】

大
正
琴
演
奏
会
の
開
催

大
正
琴
演
奏
会
の
開
催

　
京
都
真
琴
会
で
は
、
大
正
琴
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
３
日
（
火
）
午
前
11
時
～

11
時
半

会
場　
上
山
田
公
民
館　
※ 

入
場
無
料

　
　
京
都
真
琴
会 

廣
谷

☎
４
２・７
２
７
１

母
子
寡
婦
福
祉
会
事
業
の
開
催

母
子
寡
婦
福
祉
会
事
業
の
開
催

日
時　

12
月
８
日
（
日
）　

午
後
１
時

半
～
３
時
解
散
予
定

※ 

受
け
付
け
…
午
後
１
時
15
分

会
場　
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
与
謝
野
町
内
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
お
よ
び
母
子
寡
婦
福
祉
会
会

員
の
方

内
容　
季
節
の
寄
せ
植
え
と
ケ
ー
キ
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン

定
員　
50
人
程
度

参
加
費 （
当
日
徴
収
）

《
寄
せ
植
え
（
１
家
庭
１
個
）》

会
員
６
０
０
円
、
会
員
外
８
０
０
円　

《
ケ
ー
キ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
１
家
庭

１
個
、
追
加
で
子
ど
も
分
１
個
ま
で
）》

会
員
６
０
０
円
、
会
員
外
８
０
０
円

持
ち
物　
軍
手
、
ヘ
ラ
、
果
物
を
切
る

ナ
イ
フ

　
　
　
　

11
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、

会
員
の
方
は
地
区
母
子
会
役
員
に
、
会

員
外
の
方
は
子
育
て
応
援
課
（
☎

４
３・９
０
２
４
）
へ
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
（
買
い
物
送
迎
）
の
ご
案
内

ふ
れ
あ
い
バ
ス
（
買
い
物
送
迎
）
の
ご
案
内

日
時　
12
月
23
日
（
月
）
午
後
１
時
半

～
３
時
半

行
き
先

加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

ウ
ィ
ル

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
交

通
手
段
を
持
た
な
い
与
謝
野
町
在
住
の

方
（
付
添
者
お
よ
び
介
助
者
も
可
能
）

● 

高
齢
者
世
帯
（
世
帯
全
員
満
70
歳

以
上
）

● 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
満
70
歳

以
上
）

● 

障
害
者
手
帳
保
持
者

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料
（
買
い
物
費
用
お
よ
び
飲

食
費
は
実
費
）

　
　
　
　
11
月
20
日（
水
）～
29
日（
金
）

の
間
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
野
田
川
支

所
（
☎
４
３・０
２
９
４
）
へ
。

【
給
与
を
支
払
う
事
業
者
向
け
】

【
給
与
を
支
払
う
事
業
者
向
け
】

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

　
令
和
６
年
分
の
年
末
調
整
の
際
に
は
、

定
額
減
税
に
基
づ
き
、
年
間
の
所
得
税

額
と
の
精
算
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
公
社
）
宮
津
納
税
協
会
で
は
、
令
和

６
年
分
の
年
末
調
整
の
内
容
や
事
務
手

続
に
つ
い
て
、
給
与
を
支
払
う
事
業
者

の
方
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
（
木
）
午
後
２
時
～

４
時

会
場　
与
謝
野
町
商
工
会　

対
象
者　
給
与
を
支
払
う
事
業
者
の
方

　
　
宮
津
納
税
協
会 

☎
２
２・４
４
４
９

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
警
察
で
は
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
指
名
手
配
被
疑
者
の
追
跡

捜
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
番
や
駐
在

所
な
ど
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
宮
津
警
察
署 

☎
２
５・０
１
１
０

問
・
申

問
・
申

問

【広告枠】 自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

詳
細
は
、
地
域
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

問

問問 問
・
申

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問

問問

問

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
12月２日（月）まで

国 民 健 康 保 険 税：第６期
介 護 保 険 料：第６期
後期高齢者医療保険料：第５期
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人人よさの
Vol.61

全
国
を
駆
け
抜
け
た

江
陽
中
の
リ
レ
ー
侍

ど
を
積
み
重
ね
、
着
実
に
力

を
付
け
て
い
っ
た
。
陸
上
競

技
部
顧
問
の
時と

き

田だ

元げ
ん

太た

教
諭

は
「
選
手
た
ち
は
強
く
な
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
わ

か
っ
て
い
る
。
リ
レ
ー
の
走

順
も
自
分
た
ち
で
考
え
て
決

め
て
い
る
」
と
日
々
の
様
子

を
話
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
前
哨し

ょ
う

戦
と

な
っ
た
８
月
の
近
畿
大
会
。

個
人
種
目
に
出
場
す
る
選
手

が
い
る
中
、
サ
ブ
メ
ン
バ
ー

も
含
め
て
予
選
と
決
勝
を
戦

い
抜
き
８
位
入
賞
を
果
た

し
、
誰
が
出
場
し
て
も
戦
え

る
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
。

　
全
国
大
会
の
舞
台
は
、
桐き

生り
ゅ
う

祥よ
し
ひ
で秀

選
手
が
１
０
０
ｍ

で
日
本
人
初
と
な
る
９
秒
台

を
記
録
し
た
陸
上
競
技
場

「
９・９
８
ス
タ
ジ
ア
ム
」。
競

技
が
始
ま
る
と
、
こ
れ
ま
で

に
聞
い
た
こ
と
の
な
い
声
援

が
選
手
た
ち
を
包
む
。
第
１

走
は
森
垣
さ
ん
。「
フ
ラ
イ
ン

グ
だ
け
に
気
を
付
け
た
」
と
、

持
ち
前
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

７７
月
28
日
、「
第
77
回
京

都
府
中
学
生
総
合
体

育
大
会
（
陸
上
競
技
の
部
）」

の
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

で
、
江
陽
中
が
京
都
府
の
頂

点
に
立
っ
た
。　
　
　
　
　

 

　
決
し
て
楽
な
レ
ー
ス
で
は

な
か
っ
た
。
勢
い
よ
く
ス

タ
ー
ト
す
る
も
、
他
校
に
先

行
さ
れ
る
展
開
が
続
く
。
強

豪
校
に
食
ら
い
つ
き
な
が

ら
、
ア
ン
カ
ー
の
佐
古
奏
翔

さ
ん
に
バ
ト
ン
が
渡
る
。　

 

「
こ
の
差
な
ら
い
け
る
」　　

　
持
ち
前
の
勝
負
強
さ
で
ア

ン
カ
ー
た
ち
と
の
競
り
合
い

を
制
し
、
一
番
で
ゴ
ー
ル
ラ

イ
ン
を
駆
け
抜
け
た
。
全
国

へ
の
挑
戦
権
を
得
た
瞬
間

だ
っ
た
。　

　

昨
年
、
同
校
は
低
学
年

（
中
学
１・
２
年
生
で
構
成
）

の
同
種
目
で
、
京
都
府
の
頂

点
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
と

き
か
ら
目
標
は
、
来
年
も
京

都
府
の
頂
点
に
立
ち
全
国
へ

―
―
。
各
自
、
専
門
種
目
が

あ
る
中
、
ス
ピ
ー
ド
練
習
な

● 

第
51
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

出
場

※ 写真はご家族および関係者からの提供を含む
①／全国大会に出場した選手たち　②／京都府大会優勝校に贈られた金色のバトン　③／４×１００ｍリレーに
出場した選手（左から森垣さん、松原さん、佐古歩翔さん、佐古奏翔さん）と時田教諭（右）　④／近畿大会決勝。
森垣さんから松原さんにバトンが渡る

松原 志勇さん（３年）
第２走

Matsubara Shu

佐古 歩翔さん（２年）
第３走

Sako Ayuto

𠮷川 優生さん（３年）
サポート

Yoshikawa Yusei 

佐古 奏翔さん（３年）
アンカー

Sako Kanato

河原林 聖さん（３年）
サポート

Kawarabayashi Sho
森垣 耀色琉さん（３年）
第１走

Morigaki Airu

長壁 海莉さん（３年）
サポート

Osakabe Kairi

シ
ュ
で
第
２
走
の
松
原
さ
ん

へ
。
直
線
で
グ
ン
グ
ン
と
加

速
し
、
第
３
走
の
佐
古
歩
翔

さ
ん
へ
。
コ
ー
ナ
ー
を
き
れ

い
に
周
り
、
兄
で
ア
ン
カ
ー

の
佐
古
奏
翔
さ
ん
へ
バ
ト
ン

が
渡
る
こ
ろ
、
競
技
場
の
声

援
は
最
高
潮
に
。「
声
援
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
の
走
り

を
す
る
だ
け
」
と
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
、

学
校
の
仲
間
や
先
生
、家
族
、

応
援
し
て
く
れ
る
方
の
思
い

が
こ
も
っ
た
バ
ト
ン
を
手

に
、
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
め
が

け
て
全
力
で
駆
け
抜
け
た
。

　

結
果
は
予
選
組
の
５
位
。

全
国
の
壁
は
高
か
っ
た
が
、

確
か
に
刻
ん
だ
江
陽
中
の
足

跡
。悔
し
い
思
い
も
し
た
が
、

「
高
校
で
も
競
技
を
続
け
て
、

再
び
全
国
の
舞
台
に
立
ち
た

い
」と
前
を
向
く
。
こ
の
夏
、

家
族
を
、
学
校
の
仲
間
た
ち

を
、
そ
し
て
与
謝
野
町
を
熱

く
し
た
７
人
の
選
手
た
ち
。

夢
と
希
望
、
そ
し
て
感
動
を

あ
り
が
と
う
。
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